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次の問いに答えよ。

（1）	（ 3 x3 y4 ）2 ÷ （－ 34  x y2 ）3 ÷ （－2 y ）2 を計算せよ。

（2）	√48 － （ √ 5 －√ 2  √ 3 
 ）（ √ 5 ＋√ 2 4  ） を計算せよ。

（3）	 4 x y － x3 y  を因数分解せよ。
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（4）	連立方程式   
x－1
3
 － 3 y ＋4

2
 ＝－5

0.2 （ x ＋1 ）＋ 0.5 （ y －1 ）＝－0.5
 を解け。

（5）	 2 次方程式 （ 2 x－1 ）2 －4 （ 2 x －1 ）＝ 45 を解け。

（6）	（ x －7 y ）（ 2 x ＋7 y ）＋（ 1－4 x y ）2 を展開して整理したときの，x y の係数を求めよ。
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次の問いに答えよ。

（1）	√2 n  が，5 で割ると 3 余る自然数になるような最も小さい自然数 n を求めよ。

（2）	次の資料はあるクラス 10 人の数学の小テストの結果を示したものである。平均点が 5.9 点

であったとき，x の値と中央値を求めよ。
4，x ，9，5，2 x，3，10，10，8，1

（3）	  A の箱には 1 から 3 までの数字を 1 つずつ書いた 3 枚のカードが入っており，B の箱には	

 4 から 9 までの数字を 1 つずつ書いた 6 枚のカードが入っている。A の箱から 1 枚取り出し

て，その数字を十の位とし，B の箱から 1 枚取り出して，その数字を一の位とし，2 けたの

整数を作る。このとき，できる整数が素数である確率を求めよ。
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（4）	関数 y ＝a x2（－3 ≦ x ≦ 2 ）の最小値が －12 となるような定数 a の値を求めよ。

（5）	右の図において，△ABC，△ABD は	
ともに直角三角形であり，∠ABC＝30°，	

∠BAD＝15°，ABの中点をMとする。	

このとき，∠CEMの大きさを求めよ。

（6）	右の図のような，おうぎ形を組み合わせてできる図形に

おいて，直線ℓを軸に1回転させてできる立体の表面積

を求めよ。
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右の図のように，関数 y＝ 1
4
 x2 のグラフ上に 2 点 	

A，B があり，それぞれの x 座標は 8，4 である。	

また，y 軸上に点 P，x 軸上に点 Q をとる。次の	

場合における P の y 座標をすべて求めよ。

（1）	AP＋PB が最小となる。

（2）	AP＋PQ＋QB が最小となる。

（3）	∠APB＝90° となる。
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右の図のような，AB＝AC＝AD＝12，

∠BAC＝∠CAD＝∠DAB＝90°である

四面体	ABCD	について，辺	AB，AC，

AD	上にそれぞれ	AP＝4，AQ＝6，

AR＝9	となるように，点	P，Q，R	を

とる。このとき，次の問いに答えよ。

（1）	四面体	APQR	の体積を求めよ。

（2）	△BCD	の面積を求めよ。

（3）	この四面体の容器の中に，面	PQR	が水面となるように水が入っている（図	1	）。この容器

を面	BCD	が地面と平行になるように置いたとき（図	2	），面	BCD	から水面までの高さを

求めよ。ただし，式や考え方も明記せよ。

	 	 （図	1	）	 （図	2	）
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右の図のような，片側が白色，もう片側が黒色に塗られた石がある。

なお，上側にある色をそのときのその石の色とする。

この石を 6 個横一列に並べて次のような【操作】を行う。ただし，

最初はすべて白色の面が上側にあるとする。

【操作】

①　さいころを1個投げて，a の目が出たとき，左から a 番目の石をひっくり返す。
②　�① の操作でひっくり返した石と同じ色の石ではさまれている石があれば，それらを	

すべてひっくり返す。

例えば，左から 2 番目の石が黒色で他の石がすべて白色であるとき（図 1 ）に，さいころを	

投げて 5 の目が出たら，左から 3 番目と 4 番目の石も黒色にする（図 2 ）。

	 	 （図 1 ）	 （図 2 ）

この【操作】を繰り返すとき，次の確率を求めよ。

（1）	さいころを 2 回投げたあと，黒色の石がちょうど 3 個になる。

（2）	さいころを 3 回投げたあと，すべての石が黒色になる。
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